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1　　一　社会史とは

序

章

　
社
会
史
と
は
何
か
？
日
本
の
近
代
と
は
何
か
？

一
　
社
会
史
と
は

●「
○
○
史
」
と
社
会
史

　「
○
○
史
」
と
い
う
歴
史
研
究
の
分
野
は
、
こ
の
世
の
中
に
数
多
く
存
在
す
る
。
例
え
ば
、
政
治
現
象
を
対
象
と
す

れ
ば
政
治
史
、
経
済
現
象
を
対
象
と
す
れ
ば
経
済
史
、
思
想
を
対
象
と
す
れ
ば
思
想
史
、
美
術
を
対
象
と
す
れ
ば
美
術

史
、
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。
そ
れ
ら
を
ひ
っ
く
る
め
て
、
過
去
を
対
象
と
す
る
学
問
を
す
べ
て
「
歴
史
学
」
と
呼
ぶ

こ
と
に
す
れ
ば
、「
経
済
史
」「
政
治
史
」
な
ど
の
「
○
○
史
」
は
す
べ
て
歴
史
学
と
い
う
分
野
に
含
ま
れ
る
下
位
分
野

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
日
本
の
大
学
で
は
、
歴
史
学
と
い
う
学
問
は
文
学
部
の
中
に
置
か
れ
る
こ
と
が
多
い
。

　
一
方
、
政
治
現
象
に
つ
い
て
は
政
治
学
、
経
済
現
象
に
つ
い
て
は
経
済
学
と
い
っ
た
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に

は
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
的
な
学
問
が
存
在
し
、
そ
う
し
た
学
問
の
一
部
と
し
て
も
歴
史
研
究
は
行
わ
れ
る
。「
経
済
史
」



序 章　社会史とは何か？ 日本の近代とは何か？　　2

は
歴
史
学
の
下
位
分
野
な
の
か
、
そ
れ
と
も
経
済
学
の
下
位
分
野
な
の
か
、
文
学
部
で
行
わ
れ
る
経
済
現
象
の
歴
史
の

研
究
と
、
経
済
学
部
で
行
わ
れ
る
経
済
現
象
の
歴
史
の
研
究
は
違
う
の
か
、
と
い
っ
た
問
い
が
生
じ
る
。

　
し
か
し
、「
社
会
史
」
は
そ
れ
ら
の
「
○
○
史
」
と
は
趣
が
違
う
。
経
済
現
象
に
せ
よ
政
治
現
象
に
せ
よ
、「
社
会
」

の
中
で
起
き
る
現
象
で
あ
る
こ
と
に
違
い
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

●「
残
余
の
歴
史
」
と
「
全
体
史
」

　
一
般
的
に
、
あ
る
研
究
が
社
会
史
と
分
類
さ
れ
る
と
き
に
は
二
つ
（
よ
り
正
確
に
言
え
ば
、
二
重
の
）
意
味
が
あ
る
。

　
第
一
の
意
味
は
、
政
治
史
や
経
済
史
と
い
っ
た
メ
ジ
ャ
ー
な
分
野
史
が
扱
わ
な
い
、
残
り
の
部
分
の
歴
史
を
扱
う
歴

史
学
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
い
わ
ば
、
残
り
も
の
の
歴
史
、「
残
余
の
歴
史
」
で
あ
る
［
バ
ー
ク
二
〇
〇
九
］。
例
え
ば
、

食
事
の
歴
史
、
衣
類
の
歴
史
、
あ
る
い
は
出
産
や
育
児
の
歴
史
、
と
い
っ
た
も
の
は
、
直
接
、
政
治
史
や
経
済
史
と
い

っ
た
、
歴
史
学
の
「
メ
ジ
ャ
ー
ど
こ
ろ
」
で
扱
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
対
象
を
扱
っ
た
歴
史
研
究
は
、
一

般
的
に
は
「
社
会
史
」
と
呼
ば
れ
る
。

　
し
か
し
、
そ
れ
で
は
、
社
会
史
と
は
、
単
に
他
の
分
野
で
扱
わ
な
い
テ
ー
マ
を
、
落
穂
ひ
ろ
い
の
よ
う
に
研
究
す
る

学
問
に
す
ぎ
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

　
衣
類
の
歴
史
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
経
済
史
研
究
に
お
い
て
重
要
な
テ
ー
マ
と
さ
れ
る
も
の
に
、
繊
維
産
業
の

歴
史
が
あ
る
。
例
え
ば
、
産
業
革
命
で
綿
紡
績
業
が
重
要
な
位
置
を
占
め
る
こ
と
な
ど
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
紡
績
業
が
製
造
す
る
綿
の
糸
、
さ
ら
に
は
そ
れ
ら
の
糸
を
原
料
と
す
る
織
物
業
の
製
品
は
、
最
終
的
に
は
ど
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こ
へ
ゆ
く
か
と
い
え
ば
、
衣
類
や
ら
カ
ー
テ
ン
や
ら
に
加
工
さ
れ
て
、
消
費
者
に
よ
っ
て
使
用
さ
れ
る
。
あ
る
時
代
に

暮
ら
す
人
々
が
、
ど
の
よ
う
な
衣
類
を
着
て
お
り
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
衣
類
を
好
ん
だ
か
と
い
っ
た
テ
ー
マ
は
、
こ
の

よ
う
に
経
済
史
研
究
の
重
要
テ
ー
マ
と
密
接
に
関
連
し
て
い
る
。
同
様
に
、
食
事
の
歴
史
は
農
業
生
産
の
あ
り
方
に
、

出
産
や
育
児
の
歴
史
は
人
口
動
態
に
影
響
す
る
。

　
こ
こ
か
ら
、
社
会
史
と
は
、
政
治
、
経
済
、
思
想
と
い
っ
た
分
野
ご
と
に
分
け
ら
れ
た
歴
史
研
究
の
垣
根
を
越
え
、

メ
ジ
ャ
ー
な
分
野
史
で
は
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
現
象
も
含
め
て
、
歴
史
の
全
体
像
の
再
構
成
を
め
ざ
す
学
問
で
あ

る
と
い
う
、
社
会
史
の
第
二
の
意
味
が
生
ま
れ
て
く
る
。

　
社
会
史
研
究
を
代
表
す
る
潮
流
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
ア
ナ
ー
ル
学
派
［
竹
岡
・
川
北
一
九
九
五
］
で
あ
る
。「
ア
ナ
ー
ル
」

と
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
で
「
年
報
」
と
い
う
意
味
で
、
一
九
二
九
年
、
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
大
学
の
教
授
で
あ
っ
た
マ
ル

ク
・
ブ
ロ
ッ
ク
と
リ
ュ
シ
ア
ン
・
フ
ェ
ー
ヴ
ル
が
発
刊
し
た
『
社
会
経
済
史
年
報
』
と
い
う
雑
誌
に
由
来
す
る
。
雑
誌

の
名
称
は
何
度
も
変
更
さ
れ
る
が
、『
年
報
』
は
現
在
ま
で
刊
行
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。
リ
ュ
シ
ア
ン
・
フ
ェ
ー
ヴ
ル

は
、「
存
在
す
る
の
は
歴
史
そ
の
も
の
、
統
一
性
を
持
っ
た
歴
史
で
す
。
歴
史
は
も
と
も
と
社
会
史
な
の
で
す
」［
フ
ェ

ー
ヴ
ル
一
九
九
五
：
四
一
］
と
い
う
言
葉
を
残
し
て
い
る
。

　
た
だ
し
、「
社
会
史
」
と
い
う
言
葉
が
、
主
と
し
て
何
を
意
味
す
る
の
か
は
、
各
国
の
歴
史
学
の
あ
り
方
に
応
じ
て

さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
［
竹
岡
・
川
北
一
九
九
五
］。
日
本
の
場
合
「
社
会
史
」
と
い
う
言
葉
が
定
着
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ

た
の
は
、
一
九
七
〇
年
代
後
半
か
ら
八
〇
年
代
の
中
世
史
研
究
分
野
で
の
新
し
い
研
究
動
向
で
あ
っ
た
。
広
く
読
ま
れ

た
網
野
善
彦
『
無
縁
・
公
界
・
楽
』［
網
野
一
九
九
六
］
や
、
笠
松
宏
至
『
徳
政
令
』［
笠
松
一
九
八
三
］
に
代
表
さ
れ



序 章　社会史とは何か？ 日本の近代とは何か？　　4

る
こ
の
研
究
動
向
は
、
中
世
を
生
き
た
人
々
の
意
識
や
習
慣
に
目
を
向
け
る
指
向
を
も
っ
て
い
た
。
先
に
述
べ
た
フ
ラ

ン
ス
の
ア
ナ
ー
ル
学
派
の
研
究
の
中
で
は
、
あ
る
時
代
を
生
き
た
人
間
の
「
心
性
（
マ
ン
タ
リ
テ
）」
が
、
現
代
の
私
た

ち
と
は
全
く
違
う
こ
と
が
注
目
さ
れ
た
が
、
そ
の
点
で
の
類
似
性
も
あ
り
、
こ
れ
ら
の
研
究
潮
流
は
日
本
で
「
社
会

史
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
網
野
ら
が
、
自
ら
「
社
会
史
」
を
称
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
他

の
研
究
者
が
、
あ
る
共
通
の
指
向
を
も
っ
た
研
究
群
を
「
社
会
史
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
の
が
実
情
に
近
い

［
山
本
二
〇
一
六
］。
日
本
近
現
代
史
分
野
で
は
、「
近
代
」
と
い
う
時
代
を
批
判
的
に
と
ら
え
よ
う
と
す
る
一
九
八
〇

年
代
以
降
の
研
究
潮
流
を
「
社
会
史
」
と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
る
［
成
田
二
〇
一
二
］
が
、
そ
れ
ら
は
「
民
衆
史
」
な
ど
と

呼
ば
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。

二
　
日
本
近
代
と
は
何
か
─
─
時
期
区
分
と
空
間

●「
日
本
」
の
範
囲
と
属
領
・
植
民
地

　
本
書
の
内
容
を
説
明
す
る
前
に
、
ま
ず
本
書
が
表
題
に
掲
げ
る
「
日
本
」
と
は
何
で
あ
り
、「
近
代
」
と
は
何
か
と

い
う
こ
と
を
述
べ
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
現
在
の
「
日
本
」
の
範
囲
は
、
お
お
よ
そ
、
日
本
国
憲
法
が
施
行
さ
れ
、
日
本
政
府
の
統
治
下
に
あ
る
日
本
列
島
の

諸
部
分
を
指
す
も
の
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
明
治
維
新
の
時
点
で
、
こ
の
範
囲
が
「
日
本
」
で
あ
る
こ
と

は
自
明
で
は
な
か
っ
た
。
国
境
線
で
囲
ま
れ
た
一
定
の
空
間
を
「
日
本
」
と
し
て
定
め
て
ゆ
く
こ
と
自
体
が
、
こ
の
本
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で
扱
う
時
代
に
起
こ
っ
た
出
来
事
で
あ
る
し
、
そ
の
線
も
ま
た
こ
の
本
で
扱
う
時
期
を
通
じ
て
変
化
し
た
。
加
え
て
重

要
な
こ
と
は
、「
日
本
の
領
土
」
と
し
て
囲
い
込
ま
れ
た
範
囲
内
に
は
、
人
々
の
結
び
付
き
の
あ
り
方
が
全
く
異
な
る

複
数
の
地
域
が
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
複
数
の
地
域
が
支
配
と
従
属
の
関
係
で
結
び
付
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る

［
塩
出
二
〇
一
四
］。

　
明
治
維
新
の
時
点
で
、
本
州
の
北
に
浮
か
ぶ
島
は
い
ま
だ
「
北
海
道
」
と
は
呼
ば
れ
て
お
ら
ず
、
琉
球
諸
島
も
「
沖

縄
県
」
で
は
な
か
っ
た
。
小
笠
原
諸
島
が
日
本
の
領
土
で
あ
る
こ
と
も
は
っ
き
り
し
て
い
な
か
っ
た
。

　
の
ち
に
北
海
道
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
地
域
は
、
江
戸
時
代
に
は
「
蝦
夷
地
」
と
呼
ば
れ
、
長
く
松
前
藩
が
支
配

し
て
き
た
。
厳
密
に
言
え
ば
、
北
海
道
地
域
は
、
本
州
か
ら
の
移
住
民
が
定
住
地
を
築
い
て
い
た
渡お

島し
ま

半
島
の
「
和
人

地
」
と
、
そ
れ
以
外
の
「
蝦
夷
地
」
に
分
か
れ
て
い
た
。「
蝦
夷
地
」
に
居
住
す
る
の
は
狩
猟
・
漁ぎ

よ

撈ろ
う

を
主
と
す
る
先

住
民
ア
イ
ヌ
で
あ
り
、
松
前
藩
は
対
ア
イ
ヌ
交
易
や
漁
業
経
営
を
和
人
商
人
に
委
ね
、
和
人
商
人
か
ら
上
納
金
（
運

上
）
を
と
る
こ
と
で
、
そ
の
財
政
を
維
持
し
て
き
た
。
近
世
後
期
に
、
北
方
で
対
ロ
シ
ア
関
係
が
緊
張
す
る
と
、
二
度

に
わ
た
り
、
松
前
藩
に
か
わ
っ
て
幕
府
の
直
轄
支
配
の
も
と
に
置
か
れ
、
二
度
目
の
幕
府
直
轄
期
に
江
戸
幕
府
の
崩
壊

を
迎
え
た
。

　
新
政
府
は
、
一
八
六
九
（
明
治
二
）
年
、
こ
の
地
を
「
北
海
道
」
と
名
づ
け
、
開
拓
使
を
設
置
し
、
近
代
国
家
の
領

土
と
し
て
国
境
線
の
枠
内
に
囲
い
込
ん
だ
。
し
か
し
、
開
拓
使
の
長
官
は
府
県
の
地
方
官
と
異
な
る
強
い
権
限
を
も
ち
、

中
央
政
府
の
法
令
は
一
部
し
か
適
用
さ
れ
な
か
っ
た
。
一
八
八
二
年
に
開
拓
使
は
廃
止
さ
れ
、
函
館
、
札
幌
、
根
室
の

三
県
が
設
置
さ
れ
る
が
、
八
六
年
に
三
県
は
廃
止
さ
れ
、
北
海
道
庁
が
設
置
さ
れ
た
。
北
海
道
庁
も
ま
た
、
一
般
府
県
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庁
と
異
な
る
法
的
扱
い
を
受
け
た
。
大
日
本
帝
国
憲
法
公
布
（
一
八
八
九
年
）
時
に
も
、
北
海
道
に
は
衆
議
院
議
員
選

挙
法
は
適
用
さ
れ
な
か
っ
た
。

　
そ
の
後
、
一
八
九
〇
（
明
治
二
三
）
年
前
後
以
降
、
日
本
本
土
か
ら
の
移
民
が
急
増
し
、
漁
撈
・
狩
猟
の
場
が
入
植

地
と
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ア
イ
ヌ
の
生
活
基
盤
は
大
き
く
揺
ら
ぐ
。
本
土
出
身
者
の
増
加
を
背
景
に
、
一
九
〇
三
年

　

衆
議
院
議
員
選
挙
法
が
北
海
道
に
も
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
一
方
、
琉
球
諸
島
に
は
琉
球
王
国
が
存
在
し
て
い
た
。
琉
球
王
国
は
、
一
七
世
紀
以
降
、
薩
摩
藩
の
支
配
を
受
け
る

と
同
時
に
、
清
に
朝
貢
す
る
一
つ
の
王
国
で
も
あ
っ
た
。
明
治
維
新
後
の
新
政
府
は
、
一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
に
琉

球
国
王
を
、
一
方
的
に
「
琉
球
藩
王
」
に
冊
封
し
、
清
と
の
関
係
を
切
断
し
よ
う
と
し
た
。
さ
ら
に
一
八
七
九
年
に
は

日
本
政
府
は
琉
球
王
国
を
併
合
し
、
沖
縄
県
を
設
置
し
た
。
北
海
道
と
異
な
り
、
も
と
も
と
独
立
国
で
あ
っ
た
琉
球
諸

島
に
は
、
併
合
を
明
確
化
す
る
た
め
に
県
が
置
か
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
。

　
か
つ
て
の
琉
球
王
府
の
権
限
は
沖
縄
県
庁
が
引
き
継
ぐ
一
方
で
、
琉
球
士
族
の
家
禄
・
役
禄
を
保
障
し
、
旧
来
の
地

方
制
度
で
あ
っ
た
間ま

切ぎ
り

・
島
・
町
村
の
役
人
に
従
来
通
り
の
勤
務
を
命
じ
た
（「
旧
慣
統
治
」）。
こ
の
背
景
に
は
、
清
が

依
然
と
し
て
琉
球
王
国
の
日
本
併
合
を
認
め
て
い
な
い
と
い
う
国
際
情
勢
が
あ
っ
た
。
琉
球
士
族
の
中
に
清
と
結
び
付

く
政
治
的
動
向
が
あ
る
こ
と
を
警
戒
し
た
日
本
政
府
は
、
統
治
の
動
揺
を
避
け
る
選
択
を
と
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

沖
縄
県
に
は
、
北
海
道
と
同
じ
く
衆
議
院
議
員
選
挙
法
は
施
行
さ
れ
な
か
っ
た
。

　
転
機
と
な
っ
た
の
は
日
清
戦
争
（
一
八
九
四
～
九
五
〈
明
治
二
七
～
二
八
〉
年
）
で
あ
る
。
日
清
戦
争
後
、
清
が
沖
縄
の

日
本
領
土
化
を
事
実
上
容
認
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
旧
慣
統
治
政
策
は
転
換
さ
れ
、
地
方
制
度
の
再
編
や
、
地
租
改
正
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に
相
当
す
る
土
地
整
理
事
業
が
進
め
ら
れ
た
。
衆
議
院
議
員
選
挙
法
の
沖
縄
県
施
行
は
一
九
一
二
（
明
治
四
五
）
年

（
宮
古
・
八
重
山
で
は
一
九
一
九
〈
大
正
八
〉
年
）
で
あ
る
。

　
最
後
に
、
小
笠
原
諸
島
に
は
、
一
八
二
〇
年
代
か
ら
欧
米
の
捕
鯨
船
が
寄
港
し
、
欧
米
・
ハ
ワ
イ
な
ど
出
身
の
移
民

が
居
住
し
て
い
た
。
幕
末
に
江
戸
幕
府
が
一
度
支
配
を
試
み
る
も
途
絶
し
、
新
政
府
成
立
後
の
一
八
七
三
（
明
治
六
）

年
に
、
日
本
領
土
化
の
試
み
が
再
開
さ
れ
る
。
七
六
年
、
日
本
政
府
は
小
笠
原
諸
島
の
領
有
を
各
国
に
通
知
し
、
八
二

年
ま
で
に
欧
米
系
の
住
民
を
日
本
の
戸
籍
に
組
み
入
れ
た
。

　
領
有
後
の
小
笠
原
諸
島
に
は
内
務
省
小
笠
原
出
張
所
が
設
置
さ
れ
た
。
小
笠
原
も
ま
た
一
般
府
県
に
は
所
属
し
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
一
八
八
〇
（
明
治
一
三
）
年
に
東
京
府
の
管
轄
と
な
る
が
、
一
般
の
地
方
制
度
は
施
行
さ
れ
ず
、
大

日
本
帝
国
憲
法
の
公
布
時
に
や
は
り
衆
議
院
議
員
選
挙
法
の
適
用
対
象
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
八
丈
島
な
ど
か
ら
日
本

系
移
民
の
入
植
も
増
加
す
る
が
、
大
日
本
帝
国
憲
法
の
も
と
で
衆
議
院
議
員
選
挙
法
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
は
つ
い
に
な

か
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
北
海
道
・
沖
縄
・
小
笠
原
は
、
日
本
政
府
か
ら
日
本
本
土
と
異
な
る
法
的
扱
い
を
受
け
て
お
り
、
そ

れ
ぞ
れ
、
領
土
編
入
以
前
か
ら
の
住
民
と
、
編
入
以
後
の
移
住
者
（
統
治
の
た
め
の
官
員
を
含
む
）
が
、
日
本
本
土
と
は

異
な
る
関
係
を
取
り
結
ん
で
い
た
。
加
え
て
、
日
清
戦
争
後
に
は
台
湾
、
日
露
戦
争
後
に
は
南
樺
太
、
さ
ら
に
は
朝
鮮

半
島
が
日
本
の
版
図
に
組
み
込
ま
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
地
域
に
住
む
人
々
の
関
係
の
あ
り
方
（
日
本
本
土
か
ら
の
移
住
者

を
含
む
）
が
、
日
本
本
土
と
異
な
っ
て
い
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
異
な
っ
た
性
格
を
も
つ
社
会
を
同
じ
枠
組
み
に
括く

く

っ
て
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
本
書
で
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は
、
江
戸
時
代
（
日
本
近
世
）
に
、
幕
藩
制
に
基
づ
く
支
配
が
成
立
し
て
い
た
地
域
、
つ
ま
り
東
北
地
方
か
ら
九
州
地

方
に
か
け
て
の
地
域
を
対
象
に
、
日
本
近
世
と
い
う
共
通
の
歴
史
的
背
景
を
も
つ
社
会
を
対
象
と
し
て
「
日
本
社
会

史
」
を
描
い
て
ゆ
き
た
い
。

●「
近
代
」
と
「
現
代
」

　
次
に
「
近
代
」
と
い
う
時
間
の
幅
に
つ
い
て
述
べ
て
お
こ
う
。
本
書
で
は
、
一
九
世
紀
後
半
か
ら
、
お
よ
そ
第
一
次

世
界
大
戦
の
開
戦
（
一
九
一
四
年
）
ま
で
の
、
い
わ
ゆ
る
明
治
維
新
か
ら
半
世
紀
ほ
ど
の
時
期
を
「
近
代
日
本
」
と
し

て
取
り
扱
う
。

　
日
本
に
お
け
る
「
近
代
」
と
は
何
を
意
味
す
る
か
に
つ
い
て
、
研
究
者
の
間
に
定
ま
っ
た
見
解
は
な
い
。

　
マ
ル
ク
ス
主
義
的
方
法
を
と
る
歴
史
研
究
で
は
、「
近
代
」
と
は
、
資
本
主
義
的
生
産
が
行
わ
れ
る
時
期
と
同
一
視

さ
れ
て
い
た
［
マ
ル
ク
ス
一
九
五
六
］。
そ
う
し
た
理
解
の
も
と
で
は
、
そ
の
程
度
と
質
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
に
つ

い
て
は
い
ろ
い
ろ
な
考
え
が
あ
る
に
し
て
も
、
明
治
維
新
を
起
点
と
し
て
、
日
本
で
も
資
本
主
義
化
が
進
ん
だ
こ
と
に

つ
い
て
は
大
ま
か
な
研
究
者
の
一
致
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
同
様
に
マ
ル
ク
ス
主
義
の
影
響
を
受
け
た
歴
史
研
究
で
は
、

「
政
治
的
国
家
と
市
民
社
会
（
ブ
ル
ジ
ョ
ア
社
会
）
の
分
離
」、
や
や
雑
に
言
え
ば
「
公
私
の
分
離
」
が
、
近
代
社
会
成
立

の
指
標
と
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
［
マ
ル
ク
ス
一
九
七
四
］。
資
本
主
義
的
生
産
の
全
面
化
と
い
う
指
標
と
、
公
私
の
分

離
と
い
う
指
標
は
相
互
に
関
係
し
て
お
り
、
政
治
権
力
か
ら
独
立
し
た
市
場
経
済
の
領
域
が
、
資
本
主
義
的
生
産
の
も

つ
大
き
な
力
に
よ
っ
て
、
社
会
を
動
か
す
よ
う
に
な
っ
た
時
期
を
、「
近
代
」
と
呼
ぶ
わ
け
で
あ
る
。
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次
節
で
述
べ
る
よ
う
に
、
本
書
も
基
本
的
に
、
政
治
権
力
と
人
々
の
生
活
が
、
そ
れ
ぞ
れ
「
公
」
と
「
私
」
に
区
別

さ
れ
、
そ
の
条
件
の
も
と
で
資
本
主
義
的
な
関
係
が
人
々
の
生
き
方
を
左
右
す
る
よ
う
に
な
っ
た
時
代
と
い
う
認
識
か

ら
、
明
治
維
新
以
降
の
社
会
を
「
近
代
」
と
し
て
理
解
す
る
。
現
在
の
日
本
列
島
上
の
社
会
も
資
本
主
義
社
会
で
あ
る

こ
と
は
間
違
い
な
い
の
で
、
明
治
維
新
か
ら
現
在
ま
で
を
「
近
代
」
と
し
て
一
括く

く

り
に
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

　
一
方
、「
近
代
」
と
「
現
代
」
を
区
別
す
る
こ
と
も
、
日
本
史
研
究
の
中
で
広
く
行
わ
れ
て
き
た
。
広
く
受
け
入
れ

ら
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
は
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
の
敗
戦
と
占
領
に
よ
っ
て
、
法
の
あ
り
方
が
大
き
く
変
わ
る
一

九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
以
降
の
、
い
わ
ゆ
る
「
戦
後
」
を
「
現
代
」
と
み
る
考
え
方
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
第
一
次
世
界
大
戦
と
第
二
次
世
界
大
戦
の
間
、
い
わ
ゆ
る
「
戦
間
期
」
の
一
九
二
〇
年
代
～
三
〇
年
代
に
一
つ
の
画

期
を
み
て
、
そ
れ
以
降
を
「
現
代
」
と
み
る
見
方
も
有
力
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
主
義
的
な
立
場
か
ら
は
、
資
本
主
義
も

い
く
つ
か
の
発
展
段
階
（「
帝
国
主
義
段
階
」「
国
家
独
占
資
本
主
義
段
階
」
な
ど
）
を
経
由
す
る
と
考
え
、
あ
る
時
期
以
降

を
「
現
代
資
本
主
義
」
と
理
解
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
［
橋
本
一
九
八
四
、
三
和
二
〇
〇
三
］。
こ
の
場
合
、「
現
代
」
は
、

「
近
代
」
と
い
う
枠
組
み
の
中
で
、
現
在
に
つ
な
が
る
一
時
代
を
指
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
社
会

集
団
の
あ
り
方
の
変
化
［
東
條
二
〇
〇
五
］
や
、
消
費
に
対
す
る
人
々
の
意
識
の
変
化
［
満
薗
二
〇
一
四
］
か
ら
、
戦

間
期
以
降
を
「
現
代
」、
あ
る
い
は
そ
れ
以
前
と
は
異
な
る
時
代
と
み
る
考
え
方
も
提
示
さ
れ
て
い
る
。

　
本
書
で
も
、
第
一
次
世
界
大
戦
と
、
そ
れ
に
と
も
な
う
大
戦
景
気
は
、
人
々
の
労
働
・
生
活
の
パ
タ
ー
ン
を
大
き
く

変
え
た
と
考
え
る
。
よ
り
長
い
時
期
を
「
近
代
」
と
み
る
見
方
を
否
定
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
さ
し
あ
た
り
、「
近

代
」
を
明
治
維
新
か
ら
第
一
次
大
戦
ま
で
の
狭
い
時
期
に
絞
っ
た
う
え
で
、
そ
の
時
代
の
特
徴
を
考
え
て
み
た
い
。
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三
　
日
本
近
代
の
見
取
り
図

●
二
つ
の
軸
─
─
社
会
集
団
と
市
場

　
本
書
は
、
先
に
述
べ
た
、「
日
本
近
代
」
と
い
う
空
間
・
時
間
の
枠
の
中
で
、
人
々
が
織
り
な
し
た
歴
史
の
、
あ
る

ま
と
ま
っ
た
像
を
提
示
し
よ
う
と
い
う
試
み
で
あ
る
。
そ
の
際
、
次
の
二
つ
を
軸
と
し
て
、
歴
史
的
事
象
を
整
序
し
て

叙
述
す
る
。

　
第
一
の
軸
は
、
社
会
集
団
で
あ
る
。
人
間
は
個
々
人
ば
ら
ば
ら
に
存
在
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
つ
な
が
り
の
中

で
生
き
て
い
る
。
そ
し
て
、
あ
る
人
と
あ
る
人
の
つ
な
が
り
に
は
濃
い
・
薄
い
が
あ
り
、
つ
な
が
り
が
濃
い
場
合
、
そ

れ
は
集
団
と
し
て
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
一
人
の
人
間
が
複
数
の
集
団
に
属
す
る
こ
と
は
稀ま

れ

で
は
な

い
。
例
え
ば
大
学
生
は
、
大
学
に
所
属
す
る
以
外
に
バ
イ
ト
先
の
職
場
の
集
団
の
一
員
で
あ
っ
た
り
、
家
族
の
一
員
で

あ
っ
た
り
、
サ
ー
ク
ル
の
一
員
で
あ
っ
た
り
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
す
べ
て
の
集
団
を
数
え
上
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

し
か
し
、
社
会
全
体
を
見
渡
し
た
場
合
、
非
常
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
集
団
と
そ
う
で
な
い
集
団
を
区
別
す

る
こ
と
は
で
き
る
。
例
え
ば
、
現
代
の
日
本
社
会
で
は
、
大
学
の
学
生
と
い
う
集
団
に
一
定
の
期
間
所
属
し
な
け
れ
ば

「
大
学
卒
業
」
と
い
う
学
歴
を
手
に
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
一
方
、
サ
ー
ク
ル
に
所
属
し
て
い
な
く
て
も
大
学
を

卒
業
す
る
こ
と
は
で
き
る
。

　
ま
た
、
現
在
の
私
た
ち
の
生
活
は
大
き
く
市
場
に
依
存
し
て
い
る
。
身
の
回
り
の
も
の
を
見
回
し
て
み
れ
ば
、
ほ
と
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ん
ど
が
お
金
を
払
っ
て
買
っ
た
も
の
（
あ
る
い
は
誰
か
に
買
っ
て
も
ら
っ
た
も
の
）
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
社
会
で
生
き
て
い

く
た
め
に
は
、
何
か
を
売
っ
て
何
か
を
買
う
と
い
う
サ
イ
ク
ル
に
組
み
込
ま
れ
ざ
る
を
え
な
い
の
だ
が
、
現
在
最
も
あ

り
ふ
れ
た
「
売
り
物
」
は
自
分
の
労
働
力
で
あ
る
。
つ
ま
り
一
定
時
間
働
い
て
対
価
と
し
て
賃
金
を
得
る
の
が
、
何
か

を
買
う
た
め
に
お
金
を
稼
ぐ
一
般
的
な
方
法
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
何
ら
か
の
給
料
を
も
ら
っ
て
生
活
を
成
り
立
た
せ

て
ゆ
き
た
い
の
で
あ
れ
ば
、
給
料
を
支
払
っ
て
く
れ
る
企
業
に
（
派
遣
社
員
で
も
バ
イ
ト
で
も
な
ん
で
も
）
何
ら
か
の
か

た
ち
で
所
属
し
な
け
れ
ば
生
き
て
い
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
に
「
企
業
」
と
い
う
集
団
は
現
在
の
日
本
で
相

当
程
度
重
要
な
社
会
集
団
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
二
の
軸
は
、
市
場
（
マ
ー
ケ
ッ
ト
）
と
の
関
係
を
考
え
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
集
団
を
つ
な
ぐ

も
の
と
し
て
、
各
社
会
集
団
が
、
ど
の
よ
う
な
か
た
ち
で
市
場
と
か
か
わ
っ
て
い
る
か
に
注
目
す
る
。

　
社
会
集
団
に
は
緩
や
か
で
あ
れ
、
厳
し
い
も
の
で
あ
れ
、
何
ら
か
の
メ
ン
バ
ー
の
境
界
が
あ
る
。
一
方
、
市
場
に
は
、

原
理
的
に
は
切
れ
目
が
な
い
。
人
が
売
っ
た
り
買
っ
た
り
す
る
連
鎖
と
い
う
の
は
、
ど
こ
ま
で
も
続
い
て
ゆ
く
。
も
ち

ろ
ん
実
際
に
は
、
か
な
り
の
程
度
国
境
で
区
切
ら
れ
て
い
た
り
、
い
わ
ゆ
る
「
市
場
が
統
合
さ
れ
て
い
な
い
」
状
況
、

例
え
ば
労
働
市
場
で
も
大
卒
者
の
労
働
市
場
と
高
卒
者
の
労
働
市
場
は
別
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
し
て
動
い
て
い
る
と
い
う

よ
う
な
こ
と
は
あ
る
に
し
て
も
、
多
か
れ
少
な
か
れ
、（
労
働
力
を
含
む
）
モ
ノ
を
売
っ
た
り
買
っ
た
り
す
る
こ
と
で
成

り
立
つ
社
会
で
は
、
市
場
で
の
モ
ノ
の
取
引
は
、
社
会
集
団
を
超
え
て
社
会
集
団
を
結
び
付
け
る
役
割
を
果
た
す
。
そ

こ
で
、
本
書
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
集
団
が
、
市
場
と
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
っ
て
い
る
か
を
み
る
こ
と
で
、
各
社
会

集
団
の
相
互
関
係
を
考
え
、
社
会
の
全
体
像
を
描
い
て
み
た
い
。
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　「
近
代
」
を
、
実
際
に
本
書
が
扱
っ
て
い
る
時
期
の
よ
う
に
狭
く
と
ら
え
る
に
し
て
も
、
あ
る
い
は
一
九
四
五
（
昭

和
二
〇
）
年
や
高
度
経
済
成
長
期
、
あ
る
い
は
二
一
世
紀
前
半
の
現
在
ま
で
を
も
含
む
長
い
時
代
と
し
て
と
ら
え
る
に

し
て
も
、
本
書
で
描
き
出
す
社
会
集
団
と
市
場
の
関
係
は
、
い
わ
ば
、
そ
の
後
の
日
本
社
会
の
「
初
期
設
定
」
と
な
っ

た
も
の
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
た
し
か
に
、
明
治
維
新
か
ら
現
在
ま
で
の
間
に
、
市
場
の
あ
り
方
や
社
会
集
団
の
あ
り

方
は
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
時
期
に
お
い
て
も
市
場
と
い
う
も
の
が
人
々
を
結
び
付
け
る
役
割

を
失
っ
た
こ
と
は
な
い
し
、
ま
た
市
場
の
外
に
あ
る
人
々
の
結
び
付
き
の
あ
り
方
、
す
な
わ
ち
社
会
集
団
の
あ
り
方
が
、

市
場
と
の
か
か
わ
り
の
中
で
形
づ
く
ら
れ
る
こ
と
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
後
の
日
本
社
会
の
あ
り
方
は
、
こ
の
時

期
に
形
成
さ
れ
た
仕
組
み
を
も
と
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
軸
に
沿
っ
て
、
あ
ら
か
じ
め
、
本
書
で
描
き
出
す
明
治
期
日
本
社
会
の
構
造
を
示
せ
ば
、
図
序
─1
の
よ
う

に
整
理
で
き
る
。
こ
の
図
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
集
団
が
、
市
場
を
軸
と
し
て
結
び
付
く
様
を
描
い
た
、
社
会
集
団
の

相
互
関
係
を
示
し
て
い
る
。

　
細
い
実
線
で
囲
ま
れ
て
い
る
の
が
、「
家
」
経
営
体
、
つ
ま
り
、
主
と
し
て
家
族
労
働
で
営
ま
れ
る
農
家
や
、
商
店
、

「
○
○
屋
さ
ん
」
の
類
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
点
線
で
囲
っ
て
い
る
の
が
社
会
集
団
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い

て
は
各
章
で
の
説
明
に
譲
る
が
、
こ
の
時
代
に
生
き
る
か
な
り
の
人
々
は
、「
会
社
や
工
場
に
通
勤
し
て
給
料
を
も
ら

う
」
と
い
う
生
活
を
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、「
家
」
経
営
体
で
仕
事
を
し
て
生
計
を
立
て
て
い
た
と
い
う
こ
と
に

注
意
し
て
ほ
し
い
。

　
し
か
し
、
そ
れ
は
決
し
て
自
給
自
足
の
生
活
で
は
な
い
。
ど
の
セ
ク
タ
ー
も
、
市
場
と
関
連
を
も
っ
て
お
り
、
生
産
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物
を
売
っ
た
り
、
生
産
に
必
要
な
財
を
購

入
し
た
り
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
市
場
の

動
き
を
決
め
る
影
響
力
は
右
上
の
近
代
工

業
・
金
融
業
セ
ク
タ
ー
が
も
っ
て
い
る
。

そ
の
意
味
で
、
一
九
世
紀
後
半
か
ら
二
〇

世
紀
初
頭
の
日
本
は
、
全
体
と
し
て
み
れ

ば
、
資
本
主
義
社
会
で
あ
る
と
い
う
こ
と

が
で
き
る
。

　
●
本
書
の
構
成

　
本
書
で
は
、
第
1
章
で
、
近
代
社
会
に

先
行
す
る
日
本
近
世
社
会
の
構
造
を
ス
ケ

ッ
チ
し
た
の
ち
、
第
2
章
か
ら
第
4
章
で
、

近
世
社
会
の
仕
組
み
が
解
体
さ
れ
、
上
の

図
で
描
い
た
よ
う
な
社
会
の
仕
組
み
が
表

れ
て
く
る
過
程
を
説
明
す
る
。
次
い
で
、

第
5
章
で
、
こ
の
社
会
を
結
び
付
け
て
い

農業セクター
大
字
（
村
）小作米

副
業
の
提
供

地主

小作人

中小商工業セクター

同
業
組
合

問屋・商人

職人

近代工業・
金融業セクター

工場制企業

金融機関

都市下層セクター

職工

都市雑業層

同職
集団

資本
市場

商品
市場

労働
市場

有価証券
投資

農作物
販売

製品
販売

肥料・
生活用
品購入

資本の
調達

景気循環

製品
販売

労働力
の調達

家計補助的労働力

没落（家の解体）

モノ・カネの移動　 小経営「家」　 社会集団人の移動　

図序─1　日本近代社会の見取り図
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る
市
場
の
動
向
を
述
べ
、
第
6
章
で
は
農
業
セ
ク
タ
ー
（
図
の
左
上
）、
第
7
章
で
は
農
業
セ
ク
タ
ー
と
近
代
工
業
・
金

融
業
セ
ク
タ
ー
の
関
係
（
図
の
左
上
と
図
の
右
上
の
関
係
）
を
扱
い
、
第
8
章
で
は
中
小
商
工
業
セ
ク
タ
ー
（
図
の
左
下
）、

第
9
章
・
第
10
章
で
は
都
市
下
層
セ
ク
タ
ー
（
図
の
右
下
）
と
そ
の
生
き
る
場
と
し
て
の
都
市
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

　
第
11
章
か
ら
第
13
章
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
集
団
を
離
れ
て
、
こ
の
見
取
り
図
全
体
の
、
い
わ
ば
「
上
」
に
浮
か

ん
で
、
こ
の
図
全
体
に
影
響
を
与
え
て
い
る
要
素
に
つ
い
て
述
べ
る
。
第
11
章
と
第
12
章
で
は
、
こ
う
し
た
図
の
中
か

ら
抜
け
出
し
て
「
立
身
出
世
」
を
め
ざ
す
人
々
と
、
そ
う
し
た
人
々
を
生
み
出
す
前
提
と
し
て
の
メ
デ
ィ
ア
に
つ
い
て

述
べ
、
第
13
章
は
こ
の
図
全
体
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
政
治
の
仕
組
み
に
つ
い
て
述
べ
る
。

　
最
後
に
、
第
14
章
で
こ
の
図
の
あ
り
方
そ
の
も
の
を
変
え
よ
う
と
し
た
人
々
の
運
動
に
つ
い
て
見
た
の
ち
に
、
第
15

章
で
近
代
日
本
社
会
の
行
き
詰
ま
り
が
ど
の
よ
う
に
発
生
し
た
の
か
を
述
べ
る
。
そ
し
て
終
章
で
、
そ
れ
が
第
一
次
世

界
大
戦
の
勃ぼ

つ

発ぱ
つ

に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
方
向
に
変
化
し
て
い
っ
た
の
か
を
展
望
す
る
。

■
も
う
少
し
勉
強
し
た
い
人
の
た
め
に

塩
出
浩
之
「
北
海
道
・
沖
縄
・
小
笠
原
諸
島
と
近
代
日
本
」『
岩
波
講
座
日
本
歴
史
一
五　

近
現
代
一
』
岩
波
書
店
、
二
〇

一
四
年
。

　

本
書
で
は
扱
っ
て
い
な
い
北
海
道
・
沖
縄
・
小
笠
原
諸
島
の
歴
史
を
、
本
土
と
属
領
の
関
係
と
い
う
視
角
か
ら
概
観

し
た
論
文
。
こ
れ
ら
の
諸
地
域
の
社
会
に
関
心
を
も
つ
読
者
に
は
こ
の
論
文
の
注
に
挙
げ
ら
れ
た
文
献
が
参
考
と
な
ろ

う
。
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竹
岡
敬
温
・
川
北
稔
編
『
社
会
史
へ
の
途
』
有
斐
閣
、
一
九
九
五
年
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
の
社
会
史
研
究
を
国
別
・
テ
ー
マ
別
に
整
理
し
た
概
説
書
。
フ
ラ
ン
ス
・
イ
ギ
リ
ス
・
ド
イ
ツ
そ

れ
ぞ
れ
で
「
社
会
史
」
が
異
な
っ
た
文
脈
か
ら
浮
上
し
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

フ
ェ
ー
ヴ
ル
、
リ
ュ
シ
ア
ン
／
長
谷
川
輝
夫
訳
『
歴
史
の
た
め
の
闘
い
』
平
凡
社
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
一
九
九
五
年
。

　

ア
ナ
ー
ル
学
派
の
創
設
者
の
一
人
、
リ
ュ
シ
ア
ン
・
フ
ェ
ー
ヴ
ル
の
歴
史
論
を
集
め
た
も
の
。
ア
ナ
ー
ル
学
派
の
素

志
と
も
い
う
べ
き
全
体
史
へ
の
志
向
が
雄
弁
に
語
ら
れ
て
い
る
。

□
そ
の
他
の
参
照
文
献

網
野
善
彦
『
増
補

　
無
縁
・
公
界
・
楽
─
─
日
本
中
世
の
自
由
と
平
和
』
平
凡
社
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
一
九
九
六
年
。

笠
松
宏
至
『
徳
政
令
─
─
中
世
の
法
と
慣
習
』
岩
波
新
書
、
一
九
八
三
年
。

東
條
由
紀
彦
『
近
代
・
労
働
・
市
民
社
会
─
─
近
代
日
本
の
歴
史
認
識
Ⅰ
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
五
年
。

成
田
龍
一
『
近
現
代
日
本
史
と
歴
史
学
─
─
書
き
替
え
ら
れ
て
き
た
過
去
』
中
公
新
書
、
二
〇
一
二
年
。

バ
ー
ク
、
ピ
ー
タ
ー
／
佐
藤
公
彦
訳
『
歴
史
学
と
社
会
理
論

　
第
二
版
』
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
九
年
。

橋
本
寿
朗
『
大
恐
慌
期
の
日
本
資
本
主
義
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
四
年
。

マ
ル
ク
ス
／
武
田
隆
夫
ほ
か
訳
『
経
済
学
批
判
』
岩
波
文
庫
、
一
九
五
六
年
。

マ
ル
ク
ス
／
城
塚
登
訳
『
ユ
ダ
ヤ
人
問
題
に
よ
せ
て
・
ヘ
ー
ゲ
ル
法
哲
学
批
判
序
説
』
岩
波
文
庫
、
一
九
七
四
年
。

満
薗
勇
『
日
本
型
大
衆
消
費
社
会
へ
の
胎
動
─
─
戦
前
期
日
本
の
通
信
販
売
と
月
賦
販
売
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二

〇
一
四
年
。

三
和
良
一
『
戦
間
期
日
本
の
経
済
政
策
史
的
研
究
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
三
年
。
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山
本
幸
司
「
社
会
史
の
成
果
と
課
題
」『
岩
波
講
座
日
本
歴
史
二
二

　
歴
史
学
の
現
在
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
六
年
。
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重工業労働者　　151，152，227
誌友交際　　202
自由党　　81，84，195，196

自由民権運動　　75，76，84，195，197，198，
224，225

修養　　245，246，256
　──主義　　245，246，255，256
恤救規則　　217
小農経営　　100
情報　　193
初期社会主義　　224
　──運動　　231
職長　　153
女工　　119
　──登録制度　　122，124
　権利──　　122，123
　通勤──　　128
　紡績──　　128
書生論　　48
職工　　145，154，232，254，255
　──義友会　　227
　親方──　　153，154，157，232
　渡り──　　157
私立国会　　80，81，84
神社合祀　　238
壬申地券　　52，55
新聞　　194
　大──　　196
　小──　　196
　御用──　　195
　地方──　　200
新聞紙条例　　196
正貨　　91
征韓論政変　　76
成功熱　　189
政治　　65，208，217
　──権力　　65，66，194
製糸業　　118
製糸同盟　　122─127，145
西南戦争　　79，196
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性別役割分業　　156
政論新聞　　196
戦争報道　　199
専門学校　　183
増税　　235
属地主義　　37

● た　行

大学令　　183
大逆事件　　231
大区小区制　　58
大日本帝国憲法　　208
脱籍浮浪人問題　　39
炭鉱　　156
治安警察法　　228
地位等級方式　　57
地券発行　　54
地租改正　　51，57，60，101，103，109
　──法　　56
秩父事件　　82，84
地方改良運動　　237，239，246
地方三新法　　59，60，81，211
地方利益　　210，217
　──誘導　　210─212，217
昼夜二交代制　　128
町　　26，28，32，164，169
町村合併　　51，62─64
町人　　28
賃織　　141
帝国議会　　208，210，220
帝国大学　　183
鉄工　　152
　──組合　　227，228
鉄道　　202，216
　──業　　88
天皇　　45
天保人別改令　　39

東京　　38，165─169，171─173，198
同業組合　　143，148，252
　──準則　　144，147，148
陶磁器業　　136，142
同職集団　　252
道路建設　　212─215
独学　　189
徳義　　104
都市　　32，39，163
　近世──　　26，29，30
都市雑業層　　158─160，243
都市民衆騒擾　　240，242，244

● な　行

仲間　→株仲間
日露戦争　　94，199，229，232，235，236，

244
日清戦後経営　　210
日清戦争　　91，199，209
日本　　4
日本銀行　　91，93
人別改　　39
納税組合　　238

● は　行

廃藩置県　　44，46─49，208
幕藩制国家　　143，251，253
藩　　41，42，44─46
版籍奉還　　42，44，45
藩治職制　　42
備荒儲畜法　　218，220
被差別部落問題　　63
日比谷焼き打ち事件　　240，242
琵琶湖疏水　　175
貧民窟　　158，174
不景気　　95
府県儲畜金　　218，219
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負債農民騒擾　　82，84
武相困民党事件　　82
府藩県三治制　　42，45
部落有林野統一　　237
平安神宮　　176
平民社　　229
紡績業　　88，91，92，127，128
報徳思想　　239
戊申詔書　　236，237，239
戊辰戦争　　41，44，47
ポーツマス条約　　236，240─242

● ま　行

松方デフレ　　81，88
身分集団　　49，64
　賤民──　　33
身分制　　38，77
　近世──　　37
身分制社会　　31，77，78
　近世──　　32，34，65，176，251
　ポスト──　　76
身分的周縁　　34
民撰議院設立建白書　　76
民党　　208
民力休養　　209
無年季的質地請戻し慣行　　23
村　　20─22，51，58，60，110
村請制　　21，22，24，100，101─103，105，

107，109
明治 14 年の政変　　79，80

明治の（町村）大合併　　62
メディア　　193，202，203
　活字──　　193，201
綿織物業　　139─142
模範村　　239

● や　行

役　　29
家守　　164
友愛会　　246
有司専制　　76
養蚕業　　118

『万朝報』　　198，224，225，229，240

● ら　行

罹災救助基金法　　220
立憲改進党　　81，195
立憲政友会　　210
立志社　　77─80
立身出世　　181，190，225，226，245，254
領国地帯　　26
　非──　　26
領主　　18，25，26
歴史学　　1，2
連合戸長役場制　　61
労働運動　　227
労働組合　　228，256
　──期成会　　227
労働争議　　231
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● あ　行

秋山定輔　　199
安部磯雄　　224，225
網野善彦　　3
荒畑寒村　　229
井関盛艮　　194
板垣退助　　76，77，79
伊藤博文　　81，208，210
井上馨　　48
岩倉具視　　46，48，175
内村鑑三　　225
大久保利通　　42，46，47
大隈重信　　79，195
尾崎紅葉　　197
愛宕通旭　　38

● か　行

笠松宏至　　3
片山潜　　224，225，230
桂太郎　　210，241
加藤政之助　　216
神田孝平　　52，53
北垣国道　　175
木戸孝允　　42，46─48
木下尚江　　224，225
陸羯南　　198
楠本正隆　　166
黒岩涙香　　198，225，229
黒田清隆　　208
幸徳秋水　　224，225，229，231
河野敏鎌　　78

後藤象二郎　　79

● さ　行

西園寺公望　　210
西郷隆盛　　47，48，79
斎藤万吉　　187
酒井忠邦　　44
堺利彦　　224，225，229
三条実美　　48
島田三郎　　78
島津忠義　　42
城常太郎　　227
末広鉄腸　　195
鈴木栄太郎　　105
鈴木文治　　247
瀬見善水　　102

● た　行

高野房太郎　　227，228
田口卯吉　　78
谷干城　　45
寺島宗則　　42
徳川家達　　41
徳川慶喜　　41
徳富蘇峰　　201
外山光輔　　38
鳥尾小弥太　　48

● な　行

中江兆民　　224
永岡鶴蔵　　233
夏目漱石　　244

人 名 索 引
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成島柳北　　195
新渡戸稲造　　245
二宮尊徳　　239
沼間守一　　78，79，195，196
野村靖　　48

● は　行

林忠崇　　41
広沢真臣　　38
フェーヴル，リュシアン（Lucien 

Febvre）　　3
福沢諭吉　　197
福地源一郎（福地桜痴）　　195
藤田茂吉　　169，195
ブラック，ジョン（John Black）　　

194
ブロック，マルク（Marc Bloch）　　3

細川護久　　47

● ま　行

松方正義　　82，198，208
松田道之　　173
明治天皇　　236
毛利敬親　　42

● や　行

安場保和　　60
山県有朋　　208，210
横井小楠　　38
芳川顕正　　173

● わ　行

渡辺清　　60，61
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